
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】板材が乾燥収縮によって生じる隙間を小さく、

かつ目立たなくするとともに、少ない削り代で雄実部と

雌実部を形成でき、床材が膨潤化しても隣り合う板材間

に段差が生じない、実接合板材を提供する。

【解決手段】左右に雄実部２と雌実部３とが形成されて

いる板材１において、雄実部２には板材１の表面１ａか

ら雄実４の方向に傾斜する上部傾斜面５が、該上部傾斜

面５の下端に下向傾斜面６が、該下向傾斜面６の下端と

雄実４の基部には上側端面７がそれぞれ形成されている

。雌実部３には上側突条１０と下側突条１１が、前記上

側突条１０の上部角部には上向傾斜面１２が、該上向傾

斜面１２の下端には突条部端面１３がそれぞれ形成され

ている。雌実部３の前記上向傾斜面１２の下端と雄実部

２の前記下向傾斜面６の下端とはほぼ同じ高さであり、

実接合したときに、雌実部３の前記上向傾斜面１２と雄

実部３の前記下向傾斜面６とが当接する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 板 材 の 左 右 の 長 手 部 に 雄 実 部 と 雌 実 部 と が 形 成 さ れ て い る 板 材 に お い て 、
　 雄 実 部 に お け る 雄 実 の 上 部 に は 板 材 の 表 面 か ら 雄 実 の 方 向 に 傾 斜 す る 上 部 傾 斜 面 が 形 成
さ れ 、 該 上 部 傾 斜 面 の 下 端 に は 面 が 下 向 き の 下 向 傾 斜 面 が 形 成 さ れ 、 該 下 向 傾 斜 面 の 下 端
と 雄 実 の 基 部 と の 間 に は 上 側 端 面 が 形 成 さ れ て お り 、
　 雌 実 部 に は 、 上 側 突 条 と 下 側 突 条 と で 雌 実 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 上 側 突 条 の 上 部 角 部
に は 上 向 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て お り 、 該 上 向 傾 斜 面 の 下 端 に は 突 条 部 端 面 が 形 成 さ れ て お り
、
　 雄 実 部 の 前 記 下 向 傾 斜 面 の 下 端 と 雌 実 部 の 前 記 上 向 傾 斜 面 の 下 端 と は ほ ぼ 同 じ 高 さ で あ
っ て 、 実 接 合 し た と き に 、 雄 実 部 の 前 記 下 向 傾 斜 面 と 雌 実 部 の 前 記 上 向 傾 斜 面 と が 当 接 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 板 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 雄 実 部 の 前 記 上 部 傾 斜 面 が 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 雌 実 部
の 前 記 上 向 傾 斜 面 が 、 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 で あ る 上 側 斜 面 と 平 面 で あ る 下 側 斜 面 と で
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 板 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 雄 実 部 に お け る 前 記 上 部 傾 斜 面 と 前 記 下 向 傾 斜 面 と の 先 端 部 が 面 取 り 加 工 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 板 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 長 手 部 に 形 成 さ れ た 雄 実 部 と 雌 実 部 と を 互 い に 突 き 合 わ せ て 実 接 合 す る 板
材 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 図 ７ に 示 す よ う な 、 木 質 基 材 の 左 右 の 長 手 部 に 雄 実 ４ ２ と 雌 実 ４ ３ が 形 成 さ れ て
い る 板 材 で あ る 床 材 ４ １ は よ く 知 ら れ て い る 。 こ の 床 材 ４ １ は 、 雄 実 ４ ２ の 表 面 側 の 基 部
か ら 釘 を 打 ち 込 ん で 床 材 を 床 下 地 に 固 定 し 、 こ の 固 定 し た 床 材 ４ １ の 雄 実 ４ ２ に 、 別 の 床
材 ４ １ の 雌 実 ４ ３ を 被 嵌 合 す る こ と に よ っ て 床 材 ４ １ を 貼 っ て い く 。 こ の 床 材 ４ １ は 、 雄
実 ４ ２ の 上 部 端 面 ４ ４ と 雌 実 ４ ３ の 上 方 の 突 出 部 の 端 面 ４ ５ と が 垂 直 面 に 形 成 さ れ て お り
、 上 部 端 面 ４ ４ と 端 面 ４ ５ の 上 面 角 部 に は 面 取 り 部 ４ ７ 、 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 床 材 ４
１ 、 ４ １ が 実 接 合 さ れ た 状 態 で は 、 垂 直 面 で あ る 前 記 上 部 端 面 ４ ４ と 端 面 ４ ５ が 互 い に 近
接 し て お り 、 面 取 り 部 ４ ６ 、 ４ ７ に よ っ て 装 飾 用 の 溝 ４ ８ が 床 面 に 形 成 さ れ る よ う に 構 成
さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ に 示 す 従 来 の 床 材 ４ １ 、 と り わ け 無 垢 の 床 材 を 、 床 暖 房 用 の 床 材 と し て 用 い た 場 合
、 暖 房 に よ る 加 熱 に よ っ て 放 湿 し て 乾 燥 す る こ と に よ り 収 縮 す る と と も に 熱 収 縮 し 、 床 材
同 士 の 実 接 合 部 に 隙 間 が 生 じ る 。 実 接 合 部 に 隙 間 が 生 じ た と き 、 図 ７ に 示 す 従 来 の 床 材 ４
１ は 、 面 取 り 部 ４ ６ 、 ４ ７ の 下 方 の 上 部 端 面 ４ ４ と 端 面 ４ ５ と が 垂 直 面 に 形 成 さ れ て い て
、 面 取 り 部 ４ ６ 、 ４ ７ と 上 部 端 面 ４ ４ と 端 面 ４ ５ と の 間 に 角 部 が 形 成 さ れ て い る の で 、 そ
の 角 部 に よ っ て 隙 間 が 目 立 ち 意 匠 性 も 悪 く な る し 、 ま た 、 そ の 隙 間 に 細 か な ゴ ミ や 埃 等 が
溜 ま り 、 奥 に 入 り 込 む と 取 り 除 く の に 手 間 が か か る こ と に な る 。 さ ら に 、 温 水 床 暖 房 用 と
し て 用 い た 場 合 に は 収 縮 が さ ら に 大 き く な り 、 採 用 す る ガ ス 会 社 が 推 奨 す る 隙 間 量 （ 真 上
か ら 観 た と き ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 許 容 量 ） に 収 ま ら な い の が 実 情 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 図 ８ に 示 す 床 材 ５ １ は 、 雄 実 ５ ２ の 根 元 上 側 か ら 床 材 表 面 ５ １ ａ ま で を 雄 実 上
側 傾 斜 面 ５ ３ と し 、 雌 実 ５ ５ の 上 縁 部 か ら 表 面 側 に 雄 実 上 側 傾 斜 面 ５ ３ に 対 応 し た 雌 実 上
側 傾 斜 面 ５ ６ を 設 け 、 該 雌 実 上 側 傾 斜 面 ５ ６ と 床 材 表 面 ５ １ ａ と の 間 に 面 取 り 部 ５ ７ を 設
け る 構 成 と す る こ と に よ り 、 床 材 ５ １ が 収 縮 し て 隙 間 が 生 じ て も そ の 隙 間 を 目 立 た な く し
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て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 し か し 、 図 ８ に 示 す 床 材 ５ １ は 、 雄 実 上 側 傾 斜 面 ５ ３ が 床 材 表 面
５ １ ａ か ら 雄 実 ５ ２ に わ た っ て 形 成 さ れ て い る の で 、 広 い 幅 Ｗ の 基 材 部 分 を 切 削 加 工 し な
け れ ば 雄 実 ５ ２ と 雄 実 上 側 傾 斜 面 ５ ３ と を 形 成 す る こ と が で き ず 、 ま た 、 湿 度 の 高 い 状 態
が 続 く 梅 雨 時 に は 、 木 質 基 材 で あ る 床 材 ５ １ が 膨 潤 化 し 、 雌 実 上 側 傾 斜 面 ５ ６ が 雄 実 上 側
傾 斜 面 ５ ３ に 沿 っ て せ り 上 が り 、 結 果 と し て 床 材 ５ １ と 床 材 ５ １ と の 実 接 合 部 に 段 差 を 生
じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ４ － ３ ６ ０ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ６ ８ ２ ４ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の よ う な 板 材 同 士 を 実 接 合 す る 、 従 来 の 板 材 の 不 都 合 を 解 消 す る
こ と を 目 的 と し 、 板 材 が 乾 燥 し て 収 縮 し て も 、 収 縮 に よ っ て 生 じ る 隙 間 を 小 さ く し 、 か つ
、 目 立 た な く す る と と も に 、 少 な い 削 り 代 で 雄 実 部 と 雌 実 部 を 形 成 で き 、 床 材 が 膨 潤 化 し
て も 隣 り 合 う 板 材 間 に 段 差 が 生 じ な い 、 実 接 合 す る 板 材 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 本 発 明 は 、 板 材 の 左 右 の 長 手 部 に 雄 実
部 と 雌 実 部 と が 形 成 さ れ て い る 板 材 に お い て 、 雄 実 部 に お け る 雄 実 の 上 部 に は 板 材 の 表 面
か ら 雄 実 の 方 向 に 傾 斜 す る 上 部 傾 斜 面 が 形 成 さ れ 、 該 上 部 傾 斜 面 の 下 端 に は 面 が 下 向 き の
下 向 傾 斜 面 が 形 成 さ れ 、 該 下 向 傾 斜 面 の 下 端 と 雄 実 の 基 部 と の 間 に は 上 側 端 面 が 形 成 さ れ
て お り 、 雌 実 部 に は 、 上 側 突 条 と 下 側 突 条 と で 雌 実 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 上 側 突 条 の 上
部 角 部 に は 上 向 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て お り 、 該 上 向 傾 斜 面 の 下 端 に は 突 条 部 端 面 が 形 成 さ れ
て お り 、 雄 実 部 の 前 記 下 向 傾 斜 面 の 下 端 と 雌 実 部 の 前 記 上 向 傾 斜 面 の 下 端 と は ほ ぼ 同 じ 高
さ で あ っ て 、 実 接 合 し た と き に 、 雄 実 部 の 前 記 下 向 傾 斜 面 と 雌 実 部 の 前 記 上 向 傾 斜 面 と が
当 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 板 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 板 材 は 、 板 材 を 実 接 合 し た と き 雄 実 部 の 上 部 傾 斜 面 と 雌 実 部 の 上 向 傾
斜 面 と で 装 飾 用 の 溝 が 形 成 さ れ て い て 、 装 飾 用 の 溝 の 下 部 に 垂 直 面 が 形 成 さ れ て い な い の
で 、 板 材 が 収 縮 し て 雌 実 部 の 上 向 傾 斜 面 と 雄 実 部 の 下 向 傾 斜 面 と の 間 に 隙 間 が 生 じ て も 、
意 匠 性 を 損 な う こ と が な く 、 ま た 、 生 じ た 隙 間 が 従 来 の も の よ り 小 さ く 目 立 た ち に く い 。
す な わ ち 、 上 方 か ら 装 飾 用 の 溝 を 見 る と 、 装 飾 用 の 溝 を 形 成 し て い る 上 部 傾 斜 面 と 上 向 傾
斜 面 と を 見 る こ と に な り 、 隙 間 が 生 じ た こ と に よ っ て 新 た な 面 が 出 現 し な い の で 、 意 匠 性
が 悪 く な る こ と が な い 。 ま た 、 例 え ば 、 板 材 が 水 平 方 向 に 収 縮 し た と し て も 、 雄 実 部 の 上
向 斜 面 と 雌 実 部 の 下 向 斜 面 と の 間 隔 は 、 板 材 の 水 平 方 向 に お け る 収 縮 量 よ り 小 さ く す る こ
と が で き 、 隙 間 を 一 層 目 立 た な く す る こ と が で き る し 、 そ の 隙 間 に 溜 ま っ た 細 か な ゴ ミ や
埃 等 が 奥 に 入 り 込 み に く い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 雄 実 部 に お け る 下 向 傾 斜 面 に よ っ て 雄 実 の 基 端 部 が 板 材 の 内 側 に 形
成 さ れ る こ と に な り 、 狭 い 幅 の 基 材 部 分 を 切 削 加 工 す れ ば 雄 実 部 を 形 成 す る こ と が で き 、
少 な い 削 り 代 で 雄 実 部 を 形 成 す る こ と が で き 、 同 様 に 雌 実 部 も 少 な い 削 り 代 で 形 成 す る こ
と が で き る の で 、 基 材 の 歩 留 ま り を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 板 材 は 、 湿 度 の 高 い 状 態 が 続 く 梅 雨 時 に 、 木 質 基 材 で あ る 板 材 が 膨 潤
化 し て も 、 雌 実 部 の 上 側 突 条 が 雄 実 部 に お け る 下 向 傾 斜 面 と 雄 実 の 上 面 と の 間 に 挟 ま れ る
状 態 と な っ て い る の で 、 板 材 間 に 段 差 が 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 板 材 は 、 雄 実 部 の 上 部 傾 斜 面 が 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 に 形 成 さ れ て
い る と と も に 、 雌 実 部 の 上 向 傾 斜 面 が 、 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 で あ る 上 側 斜 面 と 平 面 で
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あ る 下 側 斜 面 と で 構 成 さ れ て お り 、 外 観 上 柔 ら か い 味 を 与 え 、 肌 触 り の よ い 板 面 と す る こ
と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 理 解 で き る よ う に 、 本 発 明 の 板 材 は 、 乾 燥 等 に よ り 収 縮 し て 実 接 合 し て
い る 板 材 間 に 隙 間 が 生 じ て も 、 板 材 間 に 形 成 さ れ て い る 装 飾 凹 部 の 形 状 が あ ま り 変 わ ら な
い の で 、 意 匠 性 を 損 な う こ と が な く 、 ま た 、 生 じ た 隙 間 も 従 来 の 板 材 に 生 じ る 隙 間 よ り も
小 さ い の で 目 立 つ こ と が な く 、 し か も 、 少 な い 削 り 代 で 雄 実 部 と 雌 実 部 を 形 成 す る こ と が
で き 、 基 材 の 歩 留 ま り を 向 上 で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 湿 度 の 高 い 状 態 が 続 く 梅 雨 時 に
、 木 質 基 材 で あ る 板 材 が 膨 潤 化 し て も 、 雌 実 部 の 上 側 突 条 が 雄 実 部 に お け る 下 向 傾 斜 面 と
雄 実 の 上 面 と の 間 に 挟 ま れ る 状 態 と な っ て い る の で 、 板 材 間 に 段 差 が 生 じ る こ と が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 板 材 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説
明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 板 材 で あ る 床 材 を 示 す 一 部 切 欠 斜 視 図 、 図 ２ は 本 発 明 の 床 材 の 接
合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 の 床 材 が 収 縮 し て 床 材 間 に 隙 間 が 生 じ た と き
の 接 合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す 如 く 、 木 質 基 材 で 形 成 さ れ た 床 材 １ は 長 手 方 向 の 両 側 端 面 に 、 床 材 １ を 突 き
合 わ せ て 実 接 合 す る た め の 雄 実 部 ２ と 雌 実 部 ３ と が 形 成 さ れ て い る 。 雄 実 部 ２ に は 、 床 材
１ の 厚 さ 方 向 の ほ ぼ 中 間 に 雄 実 ４ が 突 出 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 雄 実 部 ２ に は 、 床 材
１ の 表 面 １ ａ か ら 雄 実 ４ 方 向 に 傾 斜 す る 上 部 傾 斜 面 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 上 部 傾 斜 面
５ の 下 端 に は 、 面 が 下 方 に 向 い て い る 下 向 傾 斜 面 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 上 部 傾 斜 面 ５ と 下
向 傾 斜 面 ６ と の 先 端 部 に は 、 面 取 り が 施 さ れ て い る 。 ま た 、 下 向 傾 斜 面 ６ の 長 さ は 、 床 材
１ が 乾 燥 等 に よ り 収 縮 す る 量 等 を 考 慮 し て 決 め ら れ て い る 。 下 向 傾 斜 面 ６ の 下 端 と 雄 実 ４
の 基 部 と の 間 に は 、 上 側 端 面 ７ が 形 成 さ れ て お り 、 雄 実 ４ の 下 部 に は 、 ほ ぼ 垂 直 面 を な す
下 側 端 面 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 上 側 端 面 ７ は 、 垂 直 面 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 ９ ０ 度 よ り
大 き く し て 面 が 下 を 向 く よ う に し て も よ く 、 ９ ０ 度 よ り 大 き く す る と 、 釘 を 床 材 の 中 心 寄
り に 打 ち 込 む こ と が で き 、 板 の 割 れ を 防 止 で き る と と も に 、 釘 頭 の 空 間 も 形 成 す る こ と が
で き る 。 下 側 端 面 ８ は 上 側 端 面 ７ よ り 雄 実 ４ の 先 端 側 に 位 置 さ れ て お り 、 雄 実 ４ の 基 部 に
釘 を 、 例 え ば 、 ６ ５ 度 程 度 の 大 き い 角 度 で 打 ち 込 ん で も 雄 実 ４ の 割 れ が 少 な く な り 、 釘 の
打 ち 込 み 角 度 の 許 容 範 囲 を 広 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 雌 実 部 ３ に は 、 雌 実 ９ が 上 側 突 条 １ ０ と 下 側 突 条 １ １ と で 形 成 さ れ て い る 。 雌 実 ９ の 上
側 突 条 １ ０ は 、 そ の 上 角 部 に 上 向 傾 斜 面 １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 上 向 傾 斜 面 １ ２ の 下
端 に は 突 条 部 端 面 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 向 傾 斜 面 １ ２ は 、 ほ ぼ ４ ５ 度 の 傾 斜 角 で あ り 、 上 向 傾 斜 面 １ ２ に お け る 表 面 １ ａ 寄 り
の 部 分 は 、 床 材 １ 、 １ を 実 接 合 し た と き 装 飾 用 の 溝 １ ８ を 形 成 す る 部 材 と し て も 機 能 し 、
下 方 部 分 は 、 床 材 １ を 実 接 合 し た と き 雄 実 部 ２ の 下 向 傾 斜 面 ６ と 当 接 す る と と も に 、 そ の
下 端 が 下 向 傾 斜 面 ６ の 下 端 と ほ ぼ 一 致 し て い る 。
突 条 部 端 面 １ ３ は 、 下 方 が 基 部 寄 り に 位 置 し て お り 、 雄 実 部 の 上 側 端 面 ７ と の 間 に 、 床 材
を 固 定 す る 釘 の 釘 頭 を 収 容 す る 空 間 が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 床 材 １ は 、 床 材 １ を 実 接 合 し た と き 雄 実 部 ２ の 上 部 傾 斜 面 ５ と 雌 実 部 ３ の 上 向
傾 斜 面 １ ２ と で 装 飾 用 の 溝 １ ８ が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 装 飾 用 の 溝 １ ８ の 下
部 に 垂 直 面 が 形 成 さ れ て い な い 。 そ の た め 、 図 ７ に 示 し た 従 来 の 床 材 ４ １ の よ う な 面 取 り
部 ４ ６ 、 ４ ７ と 垂 直 面 と の 間 に 角 部 が 形 成 さ れ て い な い の で 、 本 発 明 の 床 材 １ が 収 縮 し て
雄 実 部 ２ の 下 向 傾 斜 面 ６ と 雌 実 部 ３ の 上 向 傾 斜 面 １ ２ と の 間 に 隙 間 が 生 じ て も 、 意 匠 性 を
損 な う こ と が な く 、 ま た 、 そ の 隙 間 も 目 立 ち に く い 。 す な わ ち 、 上 方 か ら 装 飾 用 の 溝 １ ８
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を 見 る と 、 装 飾 用 の 溝 １ ８ を 形 成 し て い る 上 部 傾 斜 面 ５ と 上 向 傾 斜 面 １ ２ と を 見 る こ と に
な り 、 隙 間 が 生 じ て も 新 た な 面 が 出 現 し な い の で 、 意 匠 性 が 悪 く な る こ と が な い 。 ま た 、
例 え ば 、 床 材 １ 、 １ が 水 平 方 向 に １ ｍ ｍ 収 縮 し 、 雄 実 部 ２ の 上 側 端 面 ７ と 雌 実 部 ３ の 突 条
部 端 面 １ ３ と に 隙 間 Ｈ が １ ｍ ｍ 生 じ た と し て も 、 雄 実 部 ２ の 下 向 傾 斜 面 ６ と 雌 実 部 ３ の 上
向 傾 斜 面 １ ２ と の 間 隔 ｈ は 、 ０ ． ８ ８ ｍ ｍ と な り 、 床 材 １ 、 １ が 収 縮 し た 量 よ り も 床 材 １
、 １ 間 に 生 じ る 隙 間 を 小 さ く す る こ と が で き 、 隙 間 を 一 層 目 立 た な く す る こ と が で き る し
、 そ の 隙 間 に 溜 ま っ た 細 か な ゴ ミ や 埃 等 が 奥 に 入 り 込 み に く い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 床 材 は 、 雄 実 部 ２ に お け る 下 向 傾 斜 面 ６ に よ っ て 雄 実 ４ の 基 端 部 が 床 材 の 内 側
に 形 成 さ れ て お り 、 図 ３ に 示 す よ う に 狭 い 幅 ｗ の 基 材 部 分 を 切 削 加 工 す れ ば 雄 実 部 ２ を 形
成 す る こ と が で き 、 少 な い 削 り 代 で 雄 実 部 ２ を 形 成 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 雌 実 部 ３
も 少 な い 削 り 代 で 形 成 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 床 材 は 、 雄 実 部 を 形 成 す
る の に 幅 Ｗ の 削 り 代 を 必 要 と す る 図 ８ に 示 す 床 材 ５ １ と 比 べ 、 少 な い 削 り 代 で 雄 実 部 ２ と
雄 実 部 ２ と を 形 成 す る こ と が で き 、 基 材 の 歩 留 ま り を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 床 材 は 、 湿 度 の 高 い 状 態 が 続 く 梅 雨 時 に 、 木 質 基 材 で あ る 床 材 １ が 膨
潤 化 し て も 、 雌 実 部 ３ の 上 側 突 条 １ ０ が 雄 実 部 ２ に お け る 下 向 傾 斜 面 ６ と 雄 実 ４ の 上 面 と
の 間 に 挟 ま れ る 状 態 と な っ て い る の で 、 床 材 間 に 段 差 が 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 の 設
計 変 更 を 行 う こ と が で き る も の で あ る 。 上 記 実 施 の 形 態 で は 雄 実 部 ２ の 上 部 傾 斜 面 ５ と 雌
実 部 ３ の 上 向 傾 斜 面 １ ２ と が 平 面 で 形 成 さ れ て い る が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 雄 実 部 ２ の 上
部 傾 斜 面 ５ ａ を 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 と し 、 雌 実 部 ３ の 上 向 傾 斜 面 １ ２ を 、 装 飾 用 の 溝
１ ８ と し て 機 能 す る 上 側 部 分 １ ２ ａ を 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 と し 、 そ れ よ り 下 方 の 下 側
部 分 １ ２ ｂ を 平 面 で 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 向 傾 斜 面 １ ２ を 、 装 飾
用 の 溝 １ ８ と し て 機 能 す る 部 分 １ ２ ｃ は 平 面 に 形 成 す る が 、 そ れ よ り 下 方 の 部 分 １ ２ ｄ は
断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面 に 形 成 す る と 、 上 向 傾 斜 面 １ ２ の 端 部 を よ り 水 平 に 近 い 面 と す る
こ と が で き る 。 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 雌 実 部 ３ の 上 向 傾 斜 面 １ ２ を 、 装 飾 用 の 溝 １ ８
と し て 機 能 す る 部 分 の 上 側 平 面 １ ２ ｅ と そ れ よ り 下 方 の 下 側 平 面 １ ２ ｇ と で 形 成 し 、 下 側
平 面 １ ２ ｇ を 上 側 平 面 １ ２ ｅ よ り 水 平 に 近 い 傾 斜 と な る よ う に 、 断 面 略 ア ー ル 形 状 の 曲 面
１ ２ ｆ を 介 し て 連 続 す る よ う に 構 成 す る と 、 両 平 面 １ ２ ｅ 、 １ ２ ｇ 間 に 角 部 が 形 成 さ れ な
い の で 、 違 和 感 が な く 、 ま た 、 板 材 が 収 縮 し て も 、 そ の 隙 間 を 一 層 小 さ く す る こ と が で き
る し 、 隙 間 に 溜 ま っ た ゴ ミ 等 が さ ら に 下 に 落 ち に く く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 床 材 に つ い て 説 明 し た が 、 両 側 端 部 に 雄 実 部 と 雌 実 部 が
形 成 さ れ て い て 実 接 合 す る も の で あ れ ば 、 天 井 板 や 壁 材 等 の 板 材 で あ っ て も よ い こ と は も
ち ろ ん で あ る 。 ま た 、 板 材 は 、 無 垢 の 材 や 台 板 合 板 の 表 面 に 薄 い Ｍ Ｄ Ｆ や ひ き 板 を 積 層 し
て 接 着 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 形 態 の 床 材 を 示 す 一 部 切 欠 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 上 記 床 材 の 接 合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ３ 】 上 記 床 材 が 収 縮 し て 隙 間 が 生 じ た と き の 接 合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に お け る 雄 実 部 の 上 部 傾 斜 面 及 び 雌 実 部 の 上 向 傾 斜 面 の 他 の 形 態 を 示 す 床
材 の 接 合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 雌 実 部 に お け る 上 向 傾 斜 面 の 他 の 形 態 を 示 す 床 材 の 接 合 状 態 部 分 拡 大 断
面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 雌 実 部 に お け る 上 向 傾 斜 面 の 他 の 形 態 を 示 す 床 材 の 接 合 状 態 部 分 拡 大 断
面 図 。
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【 図 ７ 】 従 来 例 の 床 材 の 接 合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ８ 】 従 来 例 の 床 材 の 接 合 状 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ … 床 材 、 ２ … 雄 実 部 、 ３ … 雌 実 部 、 ４ … 雄 実 、 ５ … 上 部 傾 斜 面 、 ６ … 下 向 傾 斜 面 、 ７ …
上 側 端 面 、 ８ … 下 側 端 面 、 ９ … 雌 実 、 １ ０ … 上 側 突 条 、 １ １ … 下 側 突 条 、 １ ２ … 上 向 傾 斜
面 、 １ ３ … 突 条 部 端 面 、 １ ８ … 溝

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(7) JP 2007-146603 A 2007.6.14



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2E220 AA12  AA15  AA33  AA39  AA44  AB12  AB14  BA01  DA13  DA19 
　　　　 　　        DB03  DB06  EA05  FA04  GA25X GB43X

(8) JP 2007-146603 A 2007.6.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

